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まえがき＝1995年の電気事業法改正を受け，当社では
既存インフラや製鉄事業での自家発電ノウハウなどを最
大限に活用した新規事業として，石炭火力発電所を建設
し70万kw× 2 基（1，2 号機）体制で，1 号機は2002
年 4 月，

月，
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があり組成が異なるため，入荷するロットごとに貯炭サ
イロが割り当てられる。発電機に直結する蒸気タービン
は
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2．石炭物流シミュレーションモデル

2. 1　構成要素
　今回構築した需給計画用シミュレーションシステムの
構成を図 2に示す。本システムはシミュレータに実績，
計画，制約パラメータなど種々のデータを連携させるこ
とで，発電所内の石炭の動きを状況や前提が異なる条件
下で計算することができる。以下に構成要素の概要を示
す。
〇物流要素モデル （Logistics elements model） ：
　物流のベースとなる設備や施設に対応し，バッフ
ァ，機械，搬送の 3種類の要素から構成される。バッ
ファは容量，機械と搬送は単位時間当たりの処理重量
を能力として持ち，搬送にはバッファまたは機械を端
点とする経路が設定される。
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・在庫情報：各サイロの初日での銘柄と在庫量
・石炭需要：日ごとの各ボイラでの石炭消費量
・貯炭日数：各サイロ在庫の初日時点での貯炭日数

また，混炭やリサイクルのルールについては，操業上の
標準的な条件を設定した。
　上記設定のもとで，3箇月間のシミュレーションを実
行した結果と実績との比較例として，サイロ在庫全体の
推移を図 4に示す。図 4は銘柄を特性により 4種類の炭
種に分類した時の在庫の構成である。物流の切り替えは
種∵種∵種∵
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港不可の制約のためリサイクル終了後に入港できる
11/4 8 : 00に荷揚げを開始している。
　図 8は再シミュレーション後の需給計画画面である。
ここでは，リサイクルの開始を早めるため，10/31 0 : 00
に後戻りしNo.2 サイロのリサイクルを人が設定し，そ
の後はシミュレータのみで実行している。その結果，
11/2 に到着した石炭輸送船（★印）は図̇でで 竿

ていたリサイクル ∵

11/2ぁ Ｏ 荷 揚 げ を 開 始 で き て い る11/

4５

11/|で 炭 る 苑は図Ｃ̇図8で輩 して屋り


